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関
西
大
学
『
国
文
学
』
投
稿
規
定

一
、
投
稿
者
は
、
原
則
と
し
て
関
西
大
学
国
文
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
委
員
会
の
承
認
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
特
例
と
し
て
、
上

記
以
外
の
者
の
投
稿
を
認
め
る
。

三
、
投
稿
論
文
は
、
原
則
と
し
て
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
四
〇

枚
以
内
と
す
る
。

四
、
投
稿
論
文
の
採
否
は
、
委
員
会
で
決
定
す
る
。

五
、
投
稿
原
稿
の
返
却
を
希
望
す
る
場
合
は
、
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
添
付
す
る
こ
と
。

六
、
掲
載
さ
れ
た
原
稿
の
著
作
権
は
執
筆
者
が
有
す
る
。
た
だ
し
、

原
稿
の
二
次
利
用
と
し
て
の
電
子
化
利
用
の
権
利
は
、
掲
載

時
点
で
執
筆
者
が
関
西
大
学
国
文
学
会
に
許
諾
し
た
も
の
と

す
る
。

◇
編
集
後
記

　
『
関
西
大
学
国
文
学
』
第
一
〇
〇
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
節
目

の
号
を
記
念
し
て
、
本
号
で
は
、
本
学
会
ゆ
か
り
の
諸
先
生
方
に
も

ご
寄
稿
い
た
だ
き
、「
関
西
大
学
『
国
文
学
』
一
〇
〇
号
の
歩
み
」
と

「
関
西
大
学
『
国
文
学
』
一
〇
〇
号
に
寄
せ
て
」
の
特
集
を
設
け
ま
し

た
。『
国
文
学
』
第
一
号
か
ら
第
九
十
九
号
ま
で
の
総
目
次
も
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
過
去
の
歩
み
を
振
り
返
る
よ
す
が
と
な
り
、

今
後
の
歩
み
の
礎
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

通
常
論
文
の
ほ
う
は
、
国
文
学
十
八
編
、
国
語
学
六
編
、
書
評
一

編
の
計
二
十
五
編
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
本
学
大
学
院
生
、
大
学

院
修
了
生
、
本
学
教
員
に
よ
る
多
彩
な
論
文
に
加
え
て
、
山
口
県
立

大
学
教
授
の
稲
田
秀
雄
先
生
よ
り
、
関
屋
俊
彦
教
授
の
ご
著
書
『
続

狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
』
へ
の
書
評
の
ご
寄
稿
も
い
た
だ
き
、
記
念

号
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
号
よ
り
、
彙
報
欄
に
お
い
て
、
前
年
度
の
文
学
部
国
語

国
文
学
専
修
の
卒
業
論
文
題
目
お
よ
び
文
学
研
究
科
国
文
学
専
修
の

修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目
を
掲
載
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

国
語
国
文
学
を
専
攻
す
る
現
在
の
学
生
の
関
心
事
と
、
こ
の
分
野
の

研
究
動
向
を
読
み
解
く
記
録
と
し
て
、
お
目
通
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

（
水
）


